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長野市 校務支援システムの概況 

システム名 平成２４年度 スクールオフィス（ＴＯＳＹＳ） 

システムの概
要 
 

グループウェア
機能 

・メール  ・回覧板  ・掲示板 
・文書管理機能※  ・スケジュールの登録と管理 

校務支援機能 ・成績管理  ・保健関係  ・出席簿   

緊急メール配信システム、就学援助は別システム(名簿の二重管理が発生) 

１ 現在のシステム 

２ 新システム 太字は追加機能 

システム名 平成３０年度から稼働予定  システムは選定中 

システムの概
要（予定） 
 

グループウェア
機能 

・メール  ・回覧板  ・掲示板 
・文書管理機能※  ・スケジュールの登録と管理 

校務支援機能 ・成績管理  ・保健関係  ・徴収金管理  ・就学援助 
・出席簿 

その他 ・緊急メール配信システム 

３ 稼働状況・利用状況 
・３６５日稼働  ・長野市内の全教員が利用  ・教師用ネットワークで接続 
・ほぼすべての教員が毎日利用   

※文書管理機能＝市教委からの文書の受け取り、担当教諭への転送、回覧板・
掲示板への登録、文書の提出、などが一元管理できる機能 



４ 校務支援システムの効果 

メール 学校間での連絡において、互いの都合のよい時間に連絡事項を確認
できる。 

回覧板・掲示板 ペーパレス化。文書を簡単に登録できるため、全職員への周知が容
易。一部の学校ではペーパーレス職員会議を実施。 

文書管理機能 ペーパレス化。学校に送付される文書を一覧表示でき、一元管理でき
る。担当者への転送、回覧板・掲示板を用いての周知が容易。また、
報告文書の市教委への提出も簡単にできる。 

スケジュール管理 年間行事計画から、月暦や週暦、日報に行事予定に自動的に登録さ
れる。また、全職員での共有が容易。 

成績管理 成績データの登録により、通知表、指導要録へのデータ転送が容易
にできる。通知表に入力した所見は指導要録作成時に自動的に参照
できる。データが様々な場面で共有できる。 

保健関係・出席簿 保健データの登録により、各種帳票に反映。出席データは全職員が
閲覧できるため、児童生徒の登校状況を共有でき、不登校対策にも
つながる。 

徴収金・就学援助 
（システム統合） 

事務職員の事務の効率化につながる。就学援助のシステムは総務
課と事務職員の連携を円滑にすることが期待できる。 

緊急メール配信 
（システム統合） 

保護者への緊急メールだけでなく、連絡網やクラブ、部活単位での連
絡ができる。 



日報・週暦が自動的
に作成される 

５ 校務支援システムのイメージ（スクールオフィス） 

例）掲示板機能  

例）スケジュール管理  
年度当初に設定した年間行事予定  

備考欄、下校時刻等の入力  



例）文書管理機能 
 学校に届いた文書を一元管理する。下の例では、２通の文書が届いている。  

回答が必要なものは、担当者に
転送し、締め切り日を設定する。
回答作成後は、学校長が決裁を
すると、自動的に市教育委員会
へ転送される。 

回答が必要のない文書で、校内の教職員に
周知したい場合は、この部分から設定して、
回覧板や掲示板に転送する。 


